
第9回 消費者部会
2021年11月22日(月) 13:30～15:30　株式会社ゼンショーホールディングス会議室

2021年11月5日(金) 14:00～15:30　オンライン開催

消費者部会とは
Check

Point

消費者団体及びその他消費生活関連団体を

構成員として、生団連の重点課題などについて

生活者・消費者目線での意見集約を行う会

です。
　消費者部会での議論と、生団連全体への

情報展開や意見の共有、外部への発信・提言を

通じて、「国民の生活・生命を守る」という

生団連の理念遂行を目指しています。

▲阿南 会長代行・消費者部会長
（消費者市民社会をつくる会 代表理事）

感染防止策を徹底のもと、Web会議システムを併用し開催されました。
阿南部会長による議事進行のもと、各課題の活動状況および今後の方向性につい
て、参加者による活発な議論や意見交換が行われ、全議題が承認決議されました。

【出席者からのご意見（一部抜粋）】
◦「健康危機管理庁」について、国民の健康危機管理はどのようにしていくのか追及が必要。
◦「国家財政の見える化」に関するリーフレット作成および国民向けのアンケートは、分かりやすい内容で、若者向けにもSNS等

で発信してもらいたい。
◦外国人の受入れについて、地域で日本語を学べる場所があるとよい。悩みを相談する場所をつくらないといけない。
◦EVシフトと脱炭素、原発問題は複雑に絡み合っているが、整理して世の中へ発信していく必要がある。
◦災害支援については、企業の取り組み事例の紹介を生団連内で共有していくことが重要。

＝決議事項＝
 議題1 地域生団連の全国展開について
 議題2 最重点課題

「新型コロナウイルス感染拡大防止と医療提供体制の改善」
～コロナ下の法制度とオペレーションの見直し～

 議題3 重点課題 2021年度 委員会開催報告
①「国家財政の見える化」の実現に向けて
②「生活者としての外国人」の受入れ体制の構築に向けて
③「エネルギー・原発問題」の国民的議論に向けて
④「生団連 災害支援スキーム」での実効性のある支援実現に向けて

 議題4 研究課題等　進捗報告
◦ジェンダー主流化委員会
◦食品ロス削減に向けた活動・内外とのリレーション強化
◦横浜市長選挙　公開質問について

「
国
家
財
政
の
見
え
る
化
」委
員
会
よ
り

本委員会では、2021年10月に発足した岸田新政権が「財政の単年度主義の弊害是正」を政策方針の大きな柱
として掲げていることについて、生団連が提言している「3ヵ年複数年度予算制度」の実現に向けた取り組みを大き
く前進させる好機と捉え、以後、最優先課題として進めていくことを合意しました。

また、これまでの「国の財務書類」の国会提出を法定化する取り組みや、財政状況をわかりやすく国民に伝える
リーフレット作成に加え、新たな取り組みとして、財政に関する国民向けのアンケートを予定しており、「国家財政の
見える化」の意義を再定義していくことを確認しました。

【出席者からのご意見（一部抜粋）】
◦国民向けの財政に関するリーフレット作成にあたっては、国民にとって本当にわかりやすいものとなるよう、イ

ラストや漫画調にするといった創意工夫を凝らして欲しい。
◦現役の財務次官が「このままではわが国の財政は持たない」と発信したことは記憶に新しいが、「3ヵ年予算制

度」の導入に関する議論に財務省も巻き込むのはどうか。
◦「3ヵ年予算制度」については大賛成であり、実現に向け委員会として力を合わせていきたい。岸田新総理の

政策構想に単年度主義の弊害是正が掲げられていることは大きなチャンスであり、この機を逃さず活動を推
進するべき。

第6回 
「国家財政の見える化」委員会開催

第6回「国家財政の見える化」委員会を開催し、今年度の活動進捗状況と今後の活動の方向性
について報告、議論を行いました。
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